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Ｑ　
新
規
事
業
で
あ
る
不
妊
治

療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
県
の
助
成
額
に
上
乗
せ
と

し
て
各
治
療
に
県
の
半
額
を
上

限
と
し
て
助
成
す
る
。
不
妊
症

検
査
は
県
と
同
額
の
３
万
円
を

上
限
と
す
る
。
さ
ら
に
通
院
費

と
し
て
一
回
あ
た
り
２
千
円
の

助
成
を
行
う
。
郵
送
に
よ
る
申

請
も
対
応
し
て
い
く
。

Ｑ　
市
内
で
受
診
で
き
る
医
療
機
関
が
な
く
、

遠
方
へ
の
通
院
が
必
要
と
な
る
方
に
対
す
る
交

通
費
の
補
助
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
？

Ａ　
「
重
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー
運
賃
及
び
自
動

車
燃
料
費
助
成
事
業
」
「
人
工
透
析
患
者
通
院

交
通
費
補
助
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。
交
通

費
の
補
助
を
今
後
調
査
研
究
し
て
い
く
。

Ｑ　
小
中
学
校
の
常

設
・
特
設
ク
ラ
ブ
に

お
け
る
廃
部
、
活
動

縮
小
状
況
は
？

Ａ　
※
表
参
照

Ｑ　
教
員
の
多
忙
化

解
消
は
大
切
だ
が
、

そ
れ
を
理
由
に
廃
部

や
活
動
縮
小
に
な
っ

た
子
ど
も
た
ち
の
思

い
を
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
民
間
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
特
設
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
検
討
す
る
べ

き
だ
と
思
う
が
教
育
長
の
考
え
は
？

Ａ　
小
学
校
の
特
設
ク
ラ
ブ
の
在
り
方
に
つ
い

て
教
育
委
員
会
と
し
て
も
議
論
し
て
い
く
。

大木　絵理 議員

遠方への通院をしなければならない市民に交通費の補助を
他自治体の取り組み状況も参考に調査・研究をしていく

Ｑ　
予
算
編
成
は
、
各
部
署
か

ら
の
要
求
を
も
と
に
財
政
課
で

集
約
・
調
整
さ
れ
た
予
算
案

(

素
案)

を
、
総
務
部
長
及
び
市

長
が
査
定
し
、
予
算
案
が
決
定

さ
れ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
し

か
し
、
私
が
提
案
す
る
学
校
給

食
費
無
料
化
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
議
論
さ
れ
た
の
か
質
問

し
て
も
、
意
思
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
答
弁
で

き
な
い
と
拒
否
さ
れ
る
。
予
算
編
成
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
歳
入
規
模
を
把
握
し
、
財
源
を
有
効
活
用

す
る
た
め
「
選
択
と
集
中
」
を
図
る
べ
き
「
重

点
項
目
」
な
ど
を
示
し
た
「
予
算
編
成
方
針
」

を
定
め
る
。
各
担
当
課
で
は
、
常
日
頃
か
ら
社

会
情
勢
・
国
県
の
動
向
・
市
民
の
声
を
把
握

し
、
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
的
確
に
捉
え
て
必
要
な

事
業
を
企
画
立
案
し
、
「
予
算
編
成
方
針
」
に

留
意
し
予
算
要
求
す
る
。
査
定
の
場
で
多
角
的

な
視
点
で
議
論
を
重
ね
、
事
業
の
必
要
性
や
効

果
、
適
時
性
や
緊
急
性
、
他
の
事
業
と
の
関
連

性
、
将
来
の
財
政
負
担
な
ど
を
検
討
し
優
先
順

位
を
判
断
し
て
い
る
。

Ｑ　
教
育
費
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
予
算

要
求
し
優
先
順
位

を
決
め
て
い
る
の

か
。

Ａ　
市
の
総
合
的

な
方
向
性
に
従
っ

て
、
優
先
順
位
を

つ
け
て
い
る
。

深谷　弘 議員

予算編成における事業の優先順位はどのように決められるのか
担当課で市民の声を把握し、必要な事業を立案・予算要求。査定で多角的な視点で議論

●黙とうを捧げました。
◦令和６.１.１能登半島地震発生
◦３.１１東日本大震災から13年
以上、２件の事案に対して３月
定例会開会日（２月28日）に犠
牲となり、亡くなられた多くの
方々に対して、哀悼の意を表し
黙とうを捧げました。

●令和６年
　能登半島地震義援金
令和６年元日に発生した能登半
島地震に対して、白河市議会は
１月30日に「北信越市議会議長
会」へ10万円を贈りました。

人 　 事 　 案 　 件
　議会の同意を得るために、3月定例会に以下の案件が提出され、全て同
意されました。案件等を紹介します。
〇地方自治法第 162条に基づき、同意を求める。
　副市長（新任）　井上賢二氏 【59歳】　（白河市北堀切）
　任期　４年（令和６年４月１日～令和 10年３月 31日）
〇地方自治法第 196条第１項に基づき、同意を求める。
　監査委員（再任）　片山拓央氏 【50歳】　（白河市天神町）
　任期　４年（令和６年４月１日～令和 10年３月 31日）
〇人権擁護委員法第６条第３項に基づき、法務大臣へ推薦することに

同意を求める。
　人権擁護委員（再任）　塩田英夫氏 【71歳】　（白河市大信中新城）
　任期　３年（令和６年７月１日～令和９年６月 30日）

過去３年間の廃部状況
クラブ・部名 理　由

小学校
３　校

特設合唱、楽器、
陸上など　　計５つ

部員減少
多忙化解消

中学校
２　校

ソフトボール部、
バスケットボール部 部員減少

過去３年間の活動縮小状況
小学校
２　校

特設合唱……審査対象外
特設陸上部…参加種目を絞る


